
在番のアーカイブズ
ー新発田藩溝口家の高田在番に関する基礎的考察一

浅倉有子

【要旨】

新発田藩溝口家が担った延宝9年（天和元年、1681）と貞享2年（1685）の二度の高田

在番について、その役務の内容を検討するとともに、役務の遂行にあたってどのような文

書が作成されたのか、またそれらがどのように管理されていったのかについて、検討した

論文である。

検討の結果、文書は八つの契機と内容により作成されることが判明した。第一に①在番

下命による情報収集、②在番を担当する家臣の選定と、逆に言えば留守を預かる家臣の選

定に関する文書、③高田への行軍史料、④高田到着後の担当場所の決定、請取、人員配置

関係の史料、⑤在番業務中の必要な文書や絵図、⑥在番の財政関係史料、⑦在番中の諸事

留書等､③後任大名への引継書類である。
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結びにかえて

延宝9年（1681）6月、5代将軍徳川綱吉の直裁により、越後高田26万石余を領知した松平

光長家は、改易となった。同月27日、越後村上藩主榊原政倫、越中富山藩主前田正甫、越後長

岡藩主牧野忠辰に高田城請取、越後村松藩主堀直利に支城の糸魚川城の請取が命じられ､上使

として大和郡山藩主松平信之、甲斐谷村藩主秋元喬知が、また城請取の目付として、使番の蒔

田定成・中坊秀時、大番津田正常らが派遣された。あわせて、高田城請取後の在番として、信

濃松本藩主水野忠直と越後新発田藩主溝口重雄が任じられた。

光長家の改易とその原因であった御家騒動・越後騒動に関しては、福田千鶴氏を始め多くの

研究が積み重ねられている')。福田氏によれば、騒動の直接的な原因は、家老で光長の異母妹

1）福田千鶴「幕藩制秩序と御家騒動」（校倉書房、1999年)、佐藤宏之「近世大名権力編成と家意識」

（吉川弘文館、2010年)、内野豊大「越後騒動一藩政・家臣団の視点を含めた再検討」（福田千鶴編

『新選御家騒動」上巻、新人物往来社､2007年)、吉永昭陶家騒動の研究」（清文堂､2008年)、他。
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